
















































ニケーションⅠ」に掲載されている全ての物語（Lesson 等の正課内の物語及び Further Reading
等の正課外の物語）に対する発問を分析対象とした。分析対象となったのはほぼ全ての発問であ










A B C D E F G H I J 計
字義理解に関わる発問 12 18 2 13 35 18 5 8 8 54 173
解釈に関わる発問 0 4 0 0 0 4 0 3 0 3 14
その他 0 0 0 0 0 2 1 0 3 5 11
計 12 22 2 13 35 24 6 11 11 62 198
表１　採択率上位10位の「コミュニケーションⅠ」（教科書 A～J）で使用された物語に対する字義理解，
解釈，その他の発問数
　表 1 最右列の「計」に着目すると，字義理解に関わる発問が 173 問あるのに対し，解釈に関わ
る発問は 14 問に留まっていることがわかる。物語に対する発問の総数（198）に占める割合は，






































　RQ1： ポストモダン絵本 The Red Tree は日本人英語学習者にどのような解釈をどのように促す
のか。




ものであるが， 実際の使用法としては， （1） 教室外で学習者が個人的に読むというものと， （2） 教
室内で複数の学習者が話し合い等を交えながら読むというものが想定される。これら二つの使用
法の両方を視野に入れつつ，本論では後述するように The Red Tree を（ⅰ） 一人で読んでもらっ
た後，（ⅱ） グループで同書に関する意見を交換してもらった。（ⅰ） の時点で既に解釈は見られ






　調査材料は，オーストラリア出身の作家・画家 Shaun Tan が書いた The Red Tree である3）。ポ
ストモダン絵本と言われる作品の中から本論が The Red Tree を調査材料に選んだ主な理由は次の
2 点である。1 点目の理由は，単純に本論の筆者が The Red Tree を内容的に面白いと感じたから
である。実際，筆者が行ったパイロットスタディでも，参加者は明らかに The Red Tree の世界に
引き込まれていた。また，Lazar（2015）が日本の大学生を対象に行ったパイロットスタディで
も The Red Tree の内容に対する好意的な意見が報告されている。
　2 点目の理由は，内容面に加え，言語的にも The Red Tree が読み易く，日本の中等英語教育で
も使い易いと判断したからである。総語数が 122 語と比較的少ないため，授業で扱うことも十分
可能であろう。また，英語の難易度も中等英語教育に適切であると言える。Flesch-Kincaid 
Reading Ease によるリーダビリティの値は，“Easy to read”4）に分類される 86.6 であった（なお，
この作品は一度もピリオドが打たれていないため，適宜ピリオドを付け足した）。また，全 122
単語の語彙頻度レベルを JACET 8000 の分析プログラム v8an で調べたところ，以下のような結
果となった。
JACET 8000 における語彙レベル The Red Tree に現れる単語数 割合
Level 1 111 91.0
Level 2   6 4.9
Level 3   2 1.7
Level 4   2 1.7
Level 5   1 0.8
Level 6   0 0.0
Level 7   0 0.0
Level 8   0 0.0
計 122 100.0
表２　The Red Tree に現れる英単語の JACET8000におけるレベルと単語数の割合
レベル 1 に相当する単語は「中学校の基本」（相澤・石川・村田，2005）程度のレベルであり，




る。リーダビリティと語彙頻度レベルの両面から，The Red Tree は日本の中高生にも決して難し
くはない英語で書かれていることがわかる。
5.2．調査協力者
　調査協力者は，某国立大学の教員養成系の学部 2 年生 2 名と 1 年生 6 名の計 8 名である。








（1）まず，調査は本論筆者の一人である清水（以下，調査者）と協力者の 1 対 1 で行われた。協
力者は The Red Tree の「絵本の中で疑問に思ったことや感想など」を述べる機会が後にあると伝
えられてから，同作品を 10 分間黙読した。その際，メモの筆記や，辞書の使用は認められた。
10 分間の黙読後， 協力者は単独で調査者から半構造化インタビュー （以下， 単独インタビュー） 
を受け，The Red Tree に関する感想等を自由に述べた。その後，The Red Tree に関する 6 段階尺
度形式アンケートに回答した。他の協力者 7 名も上記と同様の手順で調査に協力した。


















まとまりに分けた結果，12 点の内容が抽出された。それら 12 点に番号①～⑫を割り振ってまと
めたものが表 3 である。表の一番左の列にあるように，協力者の話し合いは解釈に関わるもの




















⑥ 言葉と絵：“without sense or reason” とページの絵との関わり（pp. 14-15）
⑦言葉と絵：“REGRET” と鍵の絵との関わり（p.21）
⑧テーマ：あることが繰り返されている（全ページ）
⑨ テーマ：The Red Tree の幸せ／不幸せの割合（全ページ）
⑩ テーマ：The Red Tree を読む適齢期（全ページ）
字義理解に関わる
話し合い 言葉に着目
⑪ 言葉：“right” （p. 31）








① 言葉に着目した解釈：“a deaf machine” について（p.12） 
　まずは，言葉に着目したディスカッションから分析する。“a deaf machine”（p.12）をめぐる話
し合いに参加したのは主に A，D，H の 3 名であった。





　A： “the world is a deaf machine” って書いてあって，“the world” が “deaf machine” だから，自分
が聞こえないというよりは，自分の声に誰も耳を傾けてくれないって感じかなって。周り
は日常的なことばかりやってるから機械的に見えて “deaf machine” なのかと。
　D：7 ページに “nobody understands” があるから関連してるかも。
　D はディスカッション前の単独インタビューの時から “deaf” という言葉の意味を疑問点とし
て挙げていた。ディスカッションでは “deaf” を辞書で調べても “the world is a deaf machine” とい
う文の意味がわからないと発言している。書かれたもの（言葉）に基づいて自分なりの解釈をま
さに始めようとしている段階ではあるまいか。D のこの発言をきっかけに，“the world is a deaf 
machine” の “the world” が何を指しているのかに論点が移っていく。H は，“the world” を少女の
中にある世界，又は少女自身であるとすることで，「耳の聞こえないのは少女自身である」と解
釈している。一方，A は “the world” が一般的な世界，又は世界の人々を指すと解釈している。
この解釈に賛同するかのように，D は他ページにある “nobody understands” という言葉に言及し
ている。A の解釈に対し，新たな言語的根拠を提示しているのである。
　“world” に定冠詞が付く場合，通常は「自分を含めた世界全体」のことを意味する5）。「自分」
を強調すれば H のような解釈が，「自分」という要素を小さくすれば A のような解釈が成り立ち




















ており，まずは H が絵から読み取れる世界を自分の言葉で描こうとしている。まさに writerly な






主に A，D，F，G の 4 名が話し合いに参加した。
　G： 21 ページのところで疑問に思ったのがあって。絵の中に鍵が付いてるんですけど，鍵のと











































ある，と C は解釈しているのではあるまいか。D は，「葉っぱ」のイメージが絵本全体に繰り返
し出てくることに言及している。D の「葉っぱ」という言葉に触発されたのか，G は時計の針（繰














　　 The Red Tree に関する疑問点や感想，他の学生と考えを共有する活動についての感想など自
由にお答えください。




かったが，約 5 分で全員がアンケートを書き終えた。自由記述式アンケートの結果として，表 4
に 8 名の協力者 A～H のそれぞれが記述した全文を載せている。なお，表中の番号・記号と実線・
波線は筆者が付したものである。


































指示文を 2 分割し，「The Red Tree に関する疑問点や感想」に関するアンケートの結果分析（6.2.2.）
と，「他の学生と考えを共有する活動についての感想」に関するアンケートの結果分析（6.2.3.）
を別々に行った。




占める割合は比較的小さいものの，指示文前半の「The Red Tree に関する疑問点や感想」に関し
ても 8 名中 3 名に記述が見られた。まずは，これらの記述を分析することで，The Red Tree を自
らが解釈することに対する学習者の反応を分析する。



















































　RQ1： ポストモダン絵本 The Red Tree は日本人英語学習者にどのような解釈をどのように促す
のか。
　RQ2： ポストモダン絵本 The Red Tree によって促された解釈を，日本人英語学習者はどのよう
に感じるのか。
　これら二つの RQ に応えるために調査を実施し，8 名の調査協力者にディスカッションと自由
記述式アンケートに取り組んでもらった。本論第 6 節での分析を以下のようにまとめ，RQ1 と
RQ2 に対する答えとしたい。
　RQ1 の 答え：日本人英語学習者は，ポストモダン絵本 The Red Tree の言葉に主に着目したり，
絵に主に着目したり，あるいは言葉と絵の両方に着目したりしながら，絵本の字義理
解を超えるような解釈を各自もしくは共同で展開する。
　RQ2 の 答え：日本人英語学習者は，ポストモダン絵本 The Red Tree の解釈を自らが行うことに
興味を示すとともに，解釈を他の協力者と話し合うことに楽しみ・意義・視野の拡が
りを見出す。
　注目すべきは，これら二つの答えが The Red Tree の読みを本論の調査協力者にほとんど完全に
任せた状態で得られたということである。つまり，教師が特に介入せずとも，実際の教育現場で
も同様の結果（学習者自らが解釈をし，それを楽しいと感じること）が得られると予想される。
前述のごとく，The Red Tree の英語は平易であり，高校生なら無理なく，中学生でも辞書を使え
ば十分に読めると考えられる。これらのことから，ポストモダン絵本 The Red Tree は，中高の英
語学習者が自ら解釈し，読む楽しみを感じるのに適した副教材になり得ると結論づける。
　最後に今後の課題 2 点に触れておく。1 点目は，一般的な絵本との比較である。本論では，ポ
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ストモダン絵本 The Red Tree が日本人英語学習者に解釈を促すことは明らかになった。より一般
的な絵本も日本人英語学習者に解釈を促すのだろうか。促すとしたら，その解釈はポストモダン
絵本の場合とどう異なるのであろう。2 点目は，現役の中高生を対象に同様の調査をすることで
ある。The Red Tree の英語は平易であるとはいえ，実際の中高の教育現場では学習者間で英語力
がかなり違うことも予想され，字義理解の段階で想定を超えるようなばらつきが出る可能性もあ







2）一人での読みにおける解釈については，2018 年 3 月に刊行予定の『教育学研究紀要』（CD-ROM
版）第 63 巻（中国四国教育学会）中の清水奈美による単著論文を参照されたい。
3）The Red Tree 及びその作者 Tan の紹介は Lazar（2015）を参照されたい。
4）スコアとリーダビリティの基準は次の通り： 0-29 Very Confusing, 30-49 Difficult, 50-59 Fairly 
Difficult, 60-69 Standard, 70-79 Fairly Easy, 80-89 Easy, 90-100 Very Easy
5）例えば，Collins Cobuild English Language Dictionary（1987）によると，“the world” の意味のひ
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ABSTRACT
Using a Post-modernist Picture Book in EFL: Focusing on Japanese EFL Learners’ 
Various Interpretations of Shaun Tan’s The Red Tree
Akira ONO
Graduate School of Education
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　　 According to The Course of Study for Upper Secondary School: Foreign Languages implemented in 
2013, one of the contents to be dealt with in English Communication I is “understanding information, 
ideas, etc., and grasping the outline and main points by reading explanations, stories, etc.” In the case of 
stories, “The Teaching Guide” (Kaisetsu) attached to The Course of Study states, “it is important for 
learners not only to understand the literal meaning of a text but also to enjoy reading it.” Enjoyment of 
reading a text (“the pleasure of the text” in Barthes’ term) is said to be enhanced by interpreting it (Barthes, 
1975).  To examine to what extent learners are encouraged to interpret stories, we analyzed the questions 
(“Comprehension”, “Read It Through”, “Reproduction”, etc.) attached to the stories in 10 English 
Communication I textbooks.  This is because we thought that the questions reflect the ways in which the 
stories are read in the classroom.  The results revealed that, while literal understanding of the text was 
emphasized, most of the questions were irrelevant to interpretation.  Our conclusion is, therefore, that 
reading the stories in the textbooks does not lead to learners’ enjoyment.
　　 To make the above situation better, we propose to use, besides the government-authorized textbooks, 
post-modernist picture books in secondary schools in Japan.  Post-modernist picture books are generally 
said to be open to interpretation.  This generalization, however, needs to be examined with Japanese EFL 
learners as target readers.  The other generalization that interpretation leads to readers’ enjoyment should 
also be examined with the same readers.  To examine these matters, this paper set the following two 
research questions:
　　 RQ1: In what ways do Japanese EFL learners interpret a post-modernist picture book, The Red Tree?
　　 RQ2: How do Japanese EFL learners feel about interpreting The Red Tree?
The Red Tree was chosen for two reasons: (1) we assumed that it would attract Japanese EFL learners 
content-wise; (2) the English in the book is easy even for secondary school pupils in Japan.  To answer the 
RQs, we conducted a survey in which 8 undergraduate students (6 in their first year and 2 in their second) 
participated.  We asked them to (1) read The Red Tree silently, (2) take part in a discussion on the book, and 
(3) answer a questionnaire in which they were required to write freely about the book and the discussion. 
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Analyzing the results of the survey, we found the following answers to our questions:
　　 A to RQ1:  Japanese EFL learners, individually or collaboratively, interpret The Red Tree beyond its 
literal meaning, focusing on its words, its pictures, or both.
　　 A to RQ2:  Japanese EFL learners show interest in individually interpreting The Red Tree and also 
find discussing their interpretations enjoyable, significant, and helpful for expanding their 
perspectives.
It is noteworthy that the survey was conducted almost independently of the surveyor.  Similar results might 
be obtained in the actual classroom: Learners might enjoy interpreting The Red Tree without any special 
assistance from their teacher.
